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achyon 
なかにし礼氏によって作詩された公立小松大学校歌のタイトルは「光より速き
われら」。ときに光速をも超える思念やインスピレーションが本学学生・職員
の spirit から発せられるよう念願し、本誌のタイトルとして選んだのが「タキ
オン」（Tachyon）である。Tachyon は、未だ確認されていない粒子であるが、
光より速い速度をもつとされ、ギリシャ語の「ταχ ύ ς（速い）」を語源とする。

学長　山本　博
（図出典：Institut for teoretisk Fysik）

［タキオン］
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こまつから未来へ
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吹奏楽サークル
（紹介はP6）
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サークルで剣道を
やりたいです。

大阪府
出身です。

保健医療学部（看護、臨床工学）集合写真

　4 月 26 日（金）・27 日（土）の２日間、学生教員間の交流、
親睦を深めるため、新１年生を対象に「きずな合宿」を行いま
した。
　生産システム科学部、国際文化交流学部は里山自然学校「大
杉みどりの里」に１泊２日、保健医療学部は里山健康学校「せ
せらぎの郷」に日帰りで、グループワークやオリエンテーリン
グ、スポーツ交流、野外炊さんなど、学科毎にさまざまなプロ
グラムに取り組みました。
　最初は緊張気味だった 1 年生たちも、プログラムをこなすう
ちに自然と打ち解け、サポート役として参加した２年生からの
アドバイスを受けながら、これから４年間勉学をともにする仲
間との友情を育みました。

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
へ
― 

　

２
４
８
人
の
新
入
生
が
入
学

意
と
と
も
に
、
入
学
生
の
成
長
と

飛
躍
を
願
い
「
小
松
か
ら
世
界
へ
」

と
い
う
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

石
田
寛
人
理
事
長
に
よ
る
式
辞
、

和
田
愼
司
小
松
市
長
に
よ
る
式
辞

の
後
、
ご
来
賓
の
宮
川
吉
男
小
松

市
議
会
議
長
、
宇
宙
飛
行
士
の
山

崎
直
子
学
長
特
別
補
佐
、
公
立
小

松
大
学
を
支
え
る
会
の
勝
木
保
夫

会
長
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
、「
自
分
が
宇
宙
か

ら
見
た
地
球
は
美
し
い
だ
け
で
な

く
ま
る
で
一
つ
の
生
き
物
の
よ
う

だ
っ
た
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
地

球
も
そ
の
よ
う
な
姿
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
や

人
間
、生
物
が
今
の
地
球
を
形
作
っ

て
い
る
。
み
な
さ
ん
も
、
仲
間
、

先
生
と
共
に
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に

　

４
月
２
日
（
火
）
こ
ま
つ
芸
術

劇
場
う
ら
ら
で
「
平
成
31
年
度
入

学
宣
誓
式
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

保
護
者
や
来
賓
、
関
係
者
が
見
守

る
中
、
生
産
シ
ス
テ
ム
科
学
科
83

人
、
看
護
学
科
50
人
、
臨
床
工
学

科
32
人
、
国
際
文
化
交
流
学
科
83

人
、
合
計
２
４
８
人
が
晴
れ
て
第

２
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。 

＊

　

冒
頭
、
山
本
学
長
に
よ
る
入
学

許
可
の
後
、
入
学
生
を
代
表
し
て
、

看
護
学
科
の
西
村
由
真
さ
ん
が
登

壇
し
、「
大
学
生
と
し
て
の
本
分
を

自
覚
し
、
勉
学
に
励
む
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。
山
本
学
長
か
ら
は
、
開

学
２
年
目
を
迎
え
た
今
年
、
本
学

が
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
の
ス
テ
ッ

プ
を
果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
む
決

平
成
31
年
度　

入
学
宣
誓
式
を
挙
行

し
て
ほ
し
い
」
と
、
自
ら
の
経
験

を
踏
ま
え
、
学
び
の
大
切
さ
を
語

り
か
け
ま
し
た
。＊

　

最
後
に
、
加
賀
市
出
身
の
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
・
熊
田
祥
子
さ
ん
を
迎

え
、
国
際
文
化
交
流
学
科
２
年
土

橋
香
乃
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
乗

せ
て
、
大
学
校
歌
「
光
よ
り
速
き

わ
れ
ら
」
を
会
場
全
体
で
斉
唱
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。
時
折
、
雪
交
じ

り
の
雨
も
降
る
花
冷
え
の
一
日
で

し
た
が
、
会
場
は
入
学
生
の
期
待

と
希
望
、
そ
れ
を
祝
う
祝
福
ム
ー

ド
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

（右ページ）  熊田祥子さんのソプラノが花を添えた今年の入学宣誓式
（左ページ） 上　　  山崎直子学長特別補佐による祝辞
 右下　入学宣誓を行う西村由真さん（看護学科）
 左下　記念の１枚を撮影する人でにぎわう会場

国際文化交流学部の 2 日
目の昼食は、野外炊さんの
カレーライス

生産システム科学部
では、教員とともに
ワークショップを開催 

佐藤　逸哉

静岡県から
来ました。

サークルで
バレーボールを
やりたいです !

宮野　佑也

大学生活で、
中国語をマスター
したいです。

八木　茉陽

英語の勉強を頑張ります !
実行委員になって、
大学祭を盛り上げて

みたい！

前川　芽生

長野県出身です。

勉強もサークルも、
新しいことに

どんどん挑戦したい!

寺島　彩恵

サークルで、
体を動かしたい !

３人とも
大聖寺高校
出身です。

酒井　稜

野球をやっていました。
スポーツ系のサークルに

入りたいです。
大学生の間に、
たくさん旅行が
したいです。

見付　健人

入学生

2019

大学生活
にかける
メッセージ

 「きずな合宿」開催

新入生
対象

生産システム科学科
看護学科臨床工学科

国際文化交流学科
北濵　理子 永井　智也
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　学長表彰は、学業成績優秀者のほか、課外活動において優秀な成
績を収めたり、社会活動において特に顕著な功績をあげるなど大学
への貢献を認められた学生・学生団体に贈られるものです。
　2019 年度表彰として、各学科から推薦を受けた 20 人が選ばれま
した。6 月 17 日（月）～ 20 日（木）にかけて中央キャンパスで行っ
た学部別の表彰式では、学長から、表彰状と記念品の授与を行うとと
もに、今後のより一層の活躍を期待するメッセージが送られました。

2019年度学長表彰
生産システム科学科：金田和磨、舘諒翼、
近澤光太、山本成騎、吉川晃太
看護学科：飯沼陽、林田光、横手樹里
臨床工学科：飯塚亮太、牧野美奈
国際文化交流学科：江田明未、倉田冴奈、
今度黛香、高橋美和、土橋香乃、西村彩花、
判多美空、藤木菜緒、古澤茉那、松浦野乃佳

2019 年 7 月〜 2020 年 3 月

  スケジュール

2019 年

 ７月31日（水）～８月９日（金）
　前期試験（補講・試験予備日含む）

 ８月13日（火）～９月30日（月）
　夏季休業

　

※ 8 月 10 日（土）～ 9 月末、附属
図書館（粟津、中央）はいずれも、土・
日曜日閉館となります。自習室も
同様ですので、ご注意ください。

 ９月26日（木）
　末広キャンパス竣工式

 10月１日（火）～ 
　後期授業開始

 10月12日（土）・13日（日）
　小松市どんどんまつり

　 12 日（土）のあんどん行列
に参加予定 !

 10月19日（土）・20日（日）
　大学祭「青松祭」

 10月26日（土）
　市民公開フォーラム開催

 11月16日（土）
　地域推薦入試、社会人入試

 12月25日（水）～１月５日（日）
　冬季休業

2020 年

 １月18日（土）・19日（日）
　大学入試センター試験

 ２月１日（土）
　一般推薦入試

 ２月３日（月）～13日（木）
　後期試験（補講・試験予備日含む）

 ２月14日（金）～３月31日（火）
　春季休業

 ２月25日（火）
　一般入試（前期日程）

 ３月９日（月）
　一般入試（中期日程）

　中央キャンパス、粟津キャンパスそれぞれに設置して
いる保健管理センターでは、学生相談を行っています。
大学生活の中での悩みなど、カウンセラーが話を聞いて、
解決の方向を一緒に考えます。
　相談は予約制です。また、学生の家族からの相談にも
応じています。相談内容は厳守します。

【相談日】　中央キャンパス　毎週月曜日・火曜日　
　　　　　粟津キャンパス　毎週水曜日　
　　　　　いずれも、13 時 30 分～ 17 時 30 分

【相 談 員】坂原泰子  臨床心理士・公認心理師
【申込方法】いずれかの方法で予約してください。
　　　　　  ①電話　☎ 0761-48-3255 
　　　　　  ② E メール　health@komatsu-u.ac.jp
　　　　　  ③直接、保健管理センターで申し込み

ひとりで悩まず、気軽に相談 学生相談保健管理センター

公立小松
大学TOPICS

2019 年 3月～ 6月

　５月 11 日（土）、お旅まつりの曳山行列に、学生・
職員約 40 人が参加しました。
　快晴に恵まれる中、参加者は、こまつ曳山交流館み

よっさ前から、
曳揃えの会場
ま で、 町 民 の
皆さんととも
に「よーらはっ
すん」の掛け
声を合わせて
曳 山 を 曳 き、
小松の町人文
化と歴史を肌
で感じました。

★	お旅まつり
	曳山行列に参加

5
11

（土） 　カリフォルニア州サンタクララにある、米国法人
B-Bridge International, Inc．社屋内に「公立小松
大学シリコンバレーオフィス」を開設しました。
　シリコンバレーは、世界的な IT 企業の本社やスタ
ンフォード大学などがあり、また、若手起業家やベ
ンチャーキャピタルが数多く集まる地でもあります。
今後、学生のインターンシップ派遣や、地域の企業
等と協同で産学合同研修などを行う予定です。
　シリコンバレー特
有の起業文化と多様
性を間近で学ぶ機会
を創出し、学生の国
際感覚を養い、世界
で活躍できる人材の
育成につなげていき
ます。

　5 月 8 日（水）、常州大学（中国江蘇省）と、大学
間交流協定及び学生交流に関する覚書を締結しまし
た。常州大学は、16 学部からなる総合大学です。
　また、国際文化交流学部が、３月９日（土）に国立
中央大学英米語文学科・言語センター（台湾）と、６
月 13 日（木）には、東南大学外国語学院・海外教育
学院（中国江蘇省）と学部間交流協定を締結しました。
　すでに大学間交流協定を締結している建国科技大
学（台湾）を含め、いずれも、学生の交換留学を実
施します。

★	産学連携の拠点に！
	シリコンバレーオフィス開設

★	常州大学（中国）と
	 大学間交流協定を締結

　本学では、学生の地域ボランティア
活動を推進しています。
　６月１日（土）は、看護学科の学生
20 人が、社会福祉法人なごみの郷で
行われた「第 20 回なごみ祭」に参加
しました。こまつ看護学校の学生とと

もに、飲食の販売や来場者案内などで、会場を活気づけました。
　また、６月９日（日）に安宅海岸
で行われた「クリーンビーチいし
かわinこまつ」には、学生・教職
員約 40 人が参加。地元町内や地
域の団体の皆さんとともに海岸に
漂着したプラスチックごみなどを
回収し海岸清掃に汗を流しました。

　５月 13 日（月）～ 24 日（金）、タイの
プリンスオブソンクラ大学ホスピタリティ
観光学部の学生５人が、短期留学のため来
日しました。
　日本文化などについての特別授業を受け
ながら、小松市内の文化施設等の見学や、
弓道や着物の着付け、茶道などの日本文化
体験プログラムを満喫し、さらに週末は市
内の家庭にホームステイをし、日本の生活
に触れました。また、本学学生が安宅海岸を案内したり、町家ハウ
ス Ryusuke で一緒に料理を楽しむなど、活発な交流が行われました。
　プリンスオブソンクラ大学へは、2020 年 3 月頃に、異文化体験
実習として本学学生を派遣する予定です。

表彰式（生産システム科学部）

★	ボランティアで地域に学ぶ
	 6/1なごみ祭り　6/9クリーンビーチいしかわ

★	プリンスオブソンクラ大学（タイ）
	 から短期留学生を受け入れ

★	2019年度	学長表彰

　こまつ市民大学は、社会人の学び直しと生涯学習支援を目指し、小松市、
公立小松大学、小松商工会議所、まちづくり市民財団、社会福祉協議会が
連携して運営を行っています。
　「地域づくり」「ライフスタイル」「スキルアップ」のカテゴリー
別に、さまざまな講座があります。講座内容や申し込みについ
ては、こまつ市民大学ホームページでご確認ください。

5
8

（水）

3
1

（金）

13
〜24

（月）

（金）

5

17
〜20

（月）

（木）

6

1
・9

（土）

（日）

6

チャレンジと学び直しを応援

第2期
スタート9月～こまつ
市民大学
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中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
の
２
階
、
吹

き
抜
け
廊
下
の
左
右
に
広
が
る
の

が
中
央
図
書
館
で
す
。
廊
下
と
の

区
切
り
の
な
い
開
放
的
な
空
間
が

特
徴
で
、
書
架
や
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
個
別
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
た
自
習
室
も
併
設
し
て
い
ま
す

（
自
習
室
は
、
本
学
学
生
の
ほ
か
、

高
校
生
も
利
用
可
）。

　

全
学
科
の
共
通
教
育
を
中
央

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
う
た
め
、
中
央

図
書
館
で
は
、
工
学
、
保
健
医
療

か
ら
国
際
分
野
ま
で
、
幅
広
い
教

養
と
専
門
性
を
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
資
料
の
選
定
と
蔵
書
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

中央キャンパス
～中 央 図 書 館 編～

●平日は、20 時まで開館

●学生・教職員以外の方も利用可能です
　学外利用者は、来館時に事務局受付（17時以
降は図書館カウンター）で受付票を記入してく
ださい。

●貸出冊数は、利用者区分によって異なります

●借りる際、学生証または利用カードを忘れずに
　学外利用者は、「図書館利用カード」を提示く
ださい。カードを新規で発行するには、身分証
明書と発行料 500円が必要です（小松市立図書
館カードの利用者番号登録を行うことで、本学
の図書館利用カードとしても使用できます）。
●  来館しなくても、蔵書検索が可能です
　蔵書検索システム「OPAC」で、
本学所蔵の図書や雑誌を探すこと
ができます。

開館時間
平日 9時～ 20時
土 9時～ 17時

休　館　日 日・祝日
開館カレンダーは図書館ホームページでも公開しています。

区　　　分 貸 出 冊 数 貸 出 期 間
学　　　生 10冊以内 14日
教　職　員 20冊以内 30日
学外利用者 ３冊以内 14日

ぶ
ら
り
キ
ャ
ン
パ
ス
案
内

サークル Pick Up

　

昨
年
の
大
学
祭
で
は
、
屋
外
ス

テ
ー
ジ
で
軽
快
な
音
色
を
披
露
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
た
吹
奏
楽
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
。
代
表
の
近
澤
光

太
さ
ん
（
生
産
シ
ス
テ
ム
科
学
科
２

年
）
と
寺
㟢
安
佳
李
さ
ん
（
看
護

学
科
２
年
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
を

し
て
ま
す
か
？

寺
㟢　

メ
ン
バ
ー
は
現
在
11
人
、

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
に
、
粟
津

キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
講
義
室
を
借
り

て
練
習
し
て
い
ま
す
。

近
澤　

中
学
か
ら
吹
奏
楽
を
始
め

て
、
大
学
に
入
っ
て
も
音
楽
を
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
友

人
を
介
し
て
、
寺
㟢
さ
ん
も
同
じ

く
経
験
者
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、

一
緒
に
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

近
澤　

今
年
は
６
月
に
小
松
市
民

音
楽
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
10
月

は
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
と
大
学
祭
、

11
月
に
は
福
井
で
北
陸
三
県
大
学

学
生
芸
術
交
歓
祭
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
も
っ
と
集

め
て
楽
器
の
幅
を
広
げ
、
色
々
な

曲
が
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

寺
㟢　

皆
さ
ん
の
前
で
演
奏
す
る

と
い
う
目
標
が
あ
る
と
、メ
ン
バ
ー

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
る
の

で
、
演
奏
機
会
は
も
っ
と
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
。で
き
れ
ば
サ
ー

ク
ル
合
宿
も
や
っ
て
み
た
い
！

　

サ
ー
ク
ル
の
代
表
曲
と
し
た
い
、

と
挙
げ
て
く
れ
た
の
は
、
東
海
林

修
作
曲
の
吹
奏
楽
曲
「
デ
ィ
ス
コ
・

キ
ッ
ド
」。
音
楽
を
愛
す
る
仲
間
の

輪
を
広
げ
て
、
ど
ん
な
演
奏
を
届

け
て
く
れ
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
で
す
。

（上）  こまつ芸術劇場うらら小ホール
で行われた「小松市民音楽祭」

（右）  昨年度の大学祭。あいにくの雨
と風により、テントの下で演奏

粟津キャンパスでの練習風景

吹奏楽
サークル

る「
治
療
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」

へ
の
発
展
を
目
指
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
構
築
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
そ
う
し
た
病
院
連
携
研
究
の
成

果
か
ら
、高
齢
者
の
脳
の
健
康
管
理
や
、

在
宅
医
療
・
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
支
援
、
子

供
の
運
動
発
達
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
広
く
一
般
社
会
に
貢
献
す
る

実
用
的
な
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

間
、
腰
痛
を
我
慢
し
な
が
ら
勉
強
し

た
時
間
は
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
苦
難
を
乗
り
越
え
、
与
え
ら

れ
た
仕
事
に
真
摯し

に
取
り
組
み
、
全

う
す
れ
ば
、
そ
の
経
験
は
必
ず
将
来
、

自
分
に
良
い
作
用
や
新
た
な
原
動
力

を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
を
、
学
生
の

皆
さ
ん
に
も
強
く
伝
え
た
い
で
す
。

脳
科
学
か
ら
目
指
す

社
会
貢
献

　

私
が
構
築
し
た
「
定
量
的
運
動
制

御
評
価
シ
ス
テ
ム
」
は
、
脳
卒
中
や
神

経
疾
患
な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
運
動

機
能
を
、
脳
の
代
表
的
な
運
動
制
御
で

あ
る
予
測
制
御
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制

御
の
観
点
か
ら
評
価
す
る
も
の
で
す

（
図
参
照
）。
機
械
に
手
を
入
れ
、
カ
ー

ソ
ル
を
20
分
程
度
操
作
す
る
こ
と
で
、

手
首(

手
関
節)

を
制
御
す
る
脳
の
運

動
制
御
能
力
（
特
に
予
測
制
御
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
の
精
度
）
を
把

握
で
き
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
、
各
地
の
病
院
と
連
携
し
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
患
者
な
ど
の
病
態
評
価
や
脳

卒
中
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
や
治
療
を
助
け

い
状
態
で
日
本
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
研
究
は
、
人
が
動
く
と
き
に

生
じ
る
生
体
信
号
、
正
確
に
は
、
人
の

体
を
動
か
す
た
め
に
筋
肉
か
ら
発
生

す
る
電
気
信
号
を
利
用
し
た
、
脳
の

運
動
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
ま
た
は
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
）
の
分
析
と
応
用
で
す
。
日

本
に
来
て
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
生

体
医
工
学
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
わ

け
で
す
が
、
大
学
院
で
学
ん
だ
音
声

信
号
処
理
の
技
術
は
、
生
体
信
号
処

理
に
転
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
２
年

た
が
、
腰
に
残
る
痛
み
は
長
時
間
に

及
ぶ
音
声
信
号
処
理
の
研
究
に
支
障

を
及
ぼ
す
状
態
で
し
た
。
そ
の
苦
難

を
何
と
か
乗
り
越
え
、
大
学
院
を
卒

業
す
る
直
前
に
、
人
生
の
大
き
な
転

機
が
訪
れ
ま
し
た
。
日
本
に
留
学
し

た
友
人
の
紹
介
で
、
人
間
工
学
、
特

に
「
脳
の
運
動
制
御
」
を
研
究
す
る

東
京
工
業
大
学
の
小
池
康
晴
教
授
と

出
会
い
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
痛
み

に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
を
助
け
る

「
や
り
が
い
の
あ
る
道
（
研
究
）」
に
進

む
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
す
。
そ
の

選
択
に
は
一
生
後
悔
し
な
い
確
信
が

あ
っ
た
の
で
、
決
ま
っ
て
い
た
就
職

を
断
り
、
ひ
ら
が
な
し
か
分
か
ら
な

教
／

員
／

紹
／

介

（左）
手首運動を用いた定量的運動制御システム

（下）
脳の運動制御

（予測制御とフィードバック制御）

ひ
ら
が
な
だ
け
覚
え
て

日
本
へ
留
学

　

大
学
時
代
は
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
を
専

攻
、
修
士
課
程
で
は
音
声
信
号
を
解

析
す
る
信
号
処
理
の
研
究
を
し
て
い

ま
し
た
が
、「
人
間
医
工
学
、
生
体
工

学
、
リ
ハ
ビ
リ
」
分
野
を
目
指
す
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
軍
隊
で
の
怪
我

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
韓
国
で
は
成

人
男
性
に
兵
役
の
義
務
が
あ
り
、
私

も
大
学
時
代
に
軍
隊
に
入
り
ま
し
た

が
、
そ
の
訓
練
の
最
中
に
脊
椎
と
腰

を
痛
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
学
院

に
進
み
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

治
療
な
ど
で
症
状
は
軽
く
な
り
ま
し

K
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趣
味
は
、
山
登
り

と
ま
で
は
い
か
ず
、

丘
の
ぼ
り
と
花
見
で

す
。
休
日
は
妻
と
二

人
で
よ
く
近
所
の
公

園
を
散
策
し
ま
す
が
、

き
れ
い
な
空
気
や
季

節
の
花
の
美
し
さ
が
、

心
を
癒
し
て
く
れ
る

ひ
と
時
で
す
。

Jongho Lee李
イ

　鍾
ゾ ン ホ

昊 准教授
（保健医療学部臨床工学科）

お気に入りの景色

h
o

l i d a y

私の

休日

司書
（左）村山美希
（右）水野香乃子

資料に関しては、
何でも気軽にご相談下さい



入試区分 出願期間 試 験 日 合格発表 入学手続き期限

推
薦
入
試

地域推薦
（市内、県内）

11月１日（金）
～７日（木） 11月 16日（土） 11月 22日（金） 12月６日（金）

一般推薦 12月 16日（月）
～24日（火）

令和２年
２月１日（土）

令和２年
２月 10日（月）

令和２年
２月 19日（水）

一
般
入
試

前期日程
令和２年

１月 27日（月）
～２月５日（水）

令和２年
２月 25日（火）

令和２年
３月５日（木）

令和２年
３月 14日（土）

中期日程
令和２年

１月 27日（月）
～２月５日（水）

令和２年
３月９日（月）

令和２年
３月 21日（土）

令和２年
３月 27日（金）

社会人入試 11月１日（金）
～７日（木） 11月 16日（土） 11月 22日（金） 12月６日（金）

令和２年度
（2020 年度）  公立小松大学入学者選抜試験

青
せ

い

松
し ょ う

祭
さ い

10 月 26 日（土） 14：00 ～ 16：00
サイエンスヒルズこまつ３D スタジオ
パネリスト：「宙

そら

ツーリズム」山崎直子
� （宇宙飛行士・学長特別補佐）
� 「世界の果てツーリズム」中子富貴子
� （国際文化交流学部准教授）
� 「マヤの宇宙を旅する」杓谷茂樹
� （国際文化交流学部教授）
モデレーター：寺門和夫（科学ジャーナリスト）

入場無料、要事前申込

◀ 問い合わせ ▶　中央キャンパス  学生課　☎ 0761-23-6600 ◀問い合わせ▶ 地域連携推進センター  ☎0761-23-6600

一般入試は、インターネットを利用したWeb出願のみになります。
各試験の募集要項は、９月以降にホームページで順次発表予定です。

公
立
小
松
大
学
　
広
報
誌
　
Tachyon　

vol.3　
発
行
日
：
2019

年
7
月

学　　部 学　　科 入学定員

入試区分と募集人員

一般入試
特別入試

推薦入試
社会人
入試前期日程 中期日程 一般推薦

地域推薦
市　内 県　内

生産システム科学部 生産システム科学科 80 40 20 7 6 7 ―

保健医療学部
看護学科 50 30 8 2 5 5 若干名※

臨床工学科 30 17 5 3 2 3 若干名※

計 80 47 13 5 7 8 若干名※

国際文化交流学部 国際文化交流学科 80 30 30 7 7 6 ―
合　　計 240 117 63 19 20 21 若干名※

大学入試センター試験 課す 課す 課す 課さない

（単位：人）

※社会人入試の募集人員は、各学科の一般入試の内数とします。

～ Re:
yo

uth ～

10月19日（土）・20日（日）日時

中央キャンパス　他場所

ステージパフォーマンス、模擬店、進学相談など内容

発
行
：
公
立
小
松
大
学
事
務
局
　
〒
923-0921�石

川
県
小
松
市
土
居
原
町
10-10　

TEL：
0761-23-6600

公立小松大学 大学祭 市民公開フォーラム

「宇宙とツーリズム　
―フロンティアの向こうへ」


